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平成 23 年度より KEK-京大の連携で、J-PARC/MLF BL06 に中性子共鳴スピンエコー分光器群(VIN ROSE)の建設を開始

した。VIN ROSE は MIEZE(Modulated IntEnsity by Zero Effort)型分光器と NRSE(Neutron Resonance Spin Echo)型分光器から

なり、MIEZE は 低分子及び磁性のダイナミックス、NRSE は (生体)高分子の高分解能ダイナミックスをターゲットとしている。

MIEZE は磁場を含む試料環境の自由度が魅力であり、また、もし中性子散乱強度が強ければ 1 パルスで測定を完了すること

も原理的には可能であり、新しい分野構築のポテンシャルが大きい（実際

は J-PARC の強度を持ってしても 1 パルス測定は難しい。しかし、このこと

はパルス対応の試料環境と即座に連動可能なことを意味する）。 

高分解能測定は NRSE が主役であり、位相補正デバイスに 2 次元楕円

集光ミラーを用い、発散角の大きなビームを利用できるようデバイス間もミ

ラーでつなぐ。J-PARC/JSNS という世界最高クラスの輝度と低バックグラ

ウンドを活かし、高輝度＆高分解能を実現し微少試料に対応する。ビーム

ラインは中性子源から7.3mの位置で2本に分岐し、それぞれMIEZE、NRSE

に適した中性子ビームとなるようにスーパーミラー導管を用いて、実験スペ

ースを確保しながら輸送する。BL06 の導管で利用するスーパーミラーはす

べて京大炉のイオンビームスパッタ装置で製作しており、その性能は

BL16(SOFIA)や KUR CN3 ポートで評価している。当日はビームライン建設

の現状と今後の展望を述べたい。 

 

Fig.1 Schematic view of VIN ROSE 


